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岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
会
報 

 
 
 
  

第
二
十
八
号 

令
和
二
年
五
月 

  

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
総
会
並
び 

第
二
十
七
回
学
術
大
会
に
つ
い
て 

 

令
和
二
年
三
月
二
十
二
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
「
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

総
会
並
び
に
第
二
十
七
回
学
術
大
会
」
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め
「
延
期
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
皆
様
方
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。 

な
お
、
開
催
日
時
等
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
皆
さ

ま
に
再
度
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ

の
節
は
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

研
修
会
報
告
① 

実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
が
知
っ
て
お
く
べ
き 

医
学
・
生
活
・
制
度
に
関
す
る
知
識
」  

令
和
元
年
十
一
月
九
日
（
土
）
に
開
催
し
、
岡
山

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
野
口
正
行
セ
ン
タ
ー
長

に
「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医

に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

研
修
会
報
告
② 

Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会 令

和
二
年
一
月
十
八
日
（
土
）
開
催 

 
 

「
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア 

～
人
生
会
議
は
だ
れ
の
も
の
？
」 

 

飛
騨
千
光
寺
住
職 

名
古
屋
大
学
医
学
部
非
常
勤
講
師 

 
 

 
 

 
 

大
下 
大
園
（
お
お
し
た 

だ
い
え
ん
） 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
い
の
ち
の
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
飛
騨
で
の
三
十 

年
間
の
歩
み
を
映
像
と
し
て
拝
見
し 

ま
し
た
。
ガ
ン
末
期
の
患
者
さ
ん
の 

希
望
を
叶
え
る
た
め
奥
さ
ん
と
三
人 

で
雪
山
登
山
を
す
る
様
子
が
映
し
出 

さ
れ
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。 

 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
構
）
憲
章
の
健
康
定
義
「
病
気
や
疾
病
の
不
在
の
み

な
ら
ず
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
、
お
よ
び
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
的
に
健
康
な
力
動
的
状
態
」（
霊
性
、
た
ま

し
い
性
、
心
性
的
、
実
存
的
、
宗
教
的
の
訳
語=

人
生

の
意
味
）
で
す
。
内
在
的
な
潜
在
さ
れ
た
意
識
領
域
の

中
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
要
素
と
し
て
①
内
的
自

己
②
生
き
る
意
味
③
大
い
な
る
存
在
が
あ
り
ま
す
。 

 

終
末
期
医
療
と
Ａ
Ｃ
Ｐ=

人
生
会
議
で
大
事
な
こ
と

は
、
適
切
な
情
報
提
供
と
説
明
が
な
さ
れ
た
上
で
患
者

さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
医
療
者
の
専
門
性
と
し
て
、
臨
床
現
場

の
状
況
、
患
者
の
意
向
と
あ
わ
せ
て
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
医
療
）
が
必
要
で
す
。 

 

臨
床
宗
教
師
と
は
、
布
教
し
な
い
、
教
義
を
押
し
付

け
な
い
、
人
格
を
尊
重
す
る(

守
秘
義
務)

を
お
こ
な
い
、

公
共
空
間
で
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
す
る
宗
教
家
で
す
。
大

下
大
圓
先
生
は
、
臨
床
宗
教
師
と
し
て
、
災
害
支
援
か

ら
環
境
問
題
、
貧
困
支
援
な
ど
幅
広
く
社
会
貢
献
さ
れ
、

自
利
利
他
と
瞑
想
の
四
つ
の
メ
ソ
ッ
ド(

ゆ
る
め
る
・
み

つ
め
る
・
た
か
め
る
・
ゆ
だ
ね
る)

や
、
祈
り
の
研
究
を

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

身
体
感
覚
的
な
も
の
を
超
え
た
体
験
は
必
ず
あ
る
、

だ
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
が
必
要
で
す
。
ま
た
日

本
は
東
西
融
合
、
共
利
群
生
の
「
お
で
ん
の
国
」
と
評

さ
れ
、
目
標
は
統
合
的
ケ
ア(to

ta
l 

ca
re

)

と
し
て
の

「
和
の
医
療
」
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

を
考
え
る
協
働
で
あ
り
、
協
働
す
る
と
信
念
の
対
立
も

起
こ
る
か
ら
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
が
必
要
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

 

（
文
責 

黒
住
紀
子
） 
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 「
県
の
施
策
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 

岡
山
県
保
健
福
祉
部
参
与 

則
安 

俊
昭 

 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（A

d
v
a
n

ce
 C

a
re

 P
la

n
n

in
g

）
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
治
療
・
療
養
に
つ
い
て
患
者
・
家
族
と
医

療
従
事
者
が
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
う
自
発
的
な
プ
ロ
セ

ス
の
こ
と
で
す
。 

岡
山
県
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
啓
発
を
行
う
た
め
に
、

新
聞
広
告
等
で
、
全
体
的
な
広
報
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
の
調
査
に
て
、「
ご
自
身
の
死
が
近
い
場
合

に
受
け
た
い
医
療
や
受
け
た
く
な
い
医
療
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
の
問
い
に
、

話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
県
民
の
割
合
が
、

平
成
二
十
九
年
度
の
調
査
実
施
以
来
、
伸
び
悩
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
す
。 

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
今
ま
で
の
全
体
的

な
広
報
に
加
え
て
、
個
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
個
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
た
め
に

は
、
身
近
に
お
ら
れ
る
医
療
者
の
皆
様
の
ご
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
医
療
者
の
皆
様
か
ら
の
働
き
か
け
の
ツ

ー
ル
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人

iA
C

P

が
開
発
し
た

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
や
県
で
制
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
最

期
ま
で
自
分
ら
し
く
」
シ
リ
ー
ズ
の
貸
し
出
し
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

      

 

 

 

 

 

◆
学
術
大
会
の 

【順
延
】 

ご
案
内 

 

次
の
日
程
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
学
術
大
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、
来
年
度
秋
頃
に
順
延
と
な
り

ま
し
た
！ 

 

◎
令
和
二
年
十
月
四
日
（
日
） 

九
時
半
～
十
七
時 

岡
山
県
医
師
会
館 

 

第
五
回
岡
山
県
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学
会 

学
術
大
会 

初
心
に
戻
っ
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て 

自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
を
考
え
る 

～
普
段
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
～ 

 

【
基
調
講
演
】 

一
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
進
捗
状
況
と 

今
後
の
課
題
」（
仮
） 

 
 

公
益
社
団
法
人
岡
山
県
医
師
会 

 会
長 

松
山
正
春 

 
 
 

二
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と 

介
護
予
防
・
地
域
づ
く
り
の
推
進
」(

仮) 

 
 

 
 
 

岡
山
県
保
健
福
祉
部 

部
長 

中
谷
祐
貴
子 

 

 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 

「
医
療
と
介
護
の
人
材
育
成
を
ど
う
す
る
（
仮
題
）」 
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★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 
 

 

四
月
二
十
日
付
け
で
国
立
感
染
症
研
究
所
が
示
し
た

【
濃
厚
接
触
者
】
の
定
義
お
よ
び
最
新
情
報
の
リ
ン
ク

先
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

 

【濃
厚
接
触
者
の
定
義
】 

① 

患
者
（
確
定
例
）
と
同
居
あ
る
い
は
長
時
間
の
接

触
（
車
内
、
航
空
機
内
等
を
含
む
）
が
あ
っ
た
者 

② 

適
切
な
感
染
防
護
無
し
に
患
者
（
確
定
例
）
を
診

察
、
看
護
若
し
く
は
介
護
し
て
い
た
者 

③ 

患
者
（
確
定
例
）
の
気
道
分
泌
液
も
し
く
は
体
液

等
の
汚
染
物
質
に
直
接
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
者 

④ 

手
で
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
距
離
（
目
安
と
し
て 

一
メ
ー
ト
ル
）
で
、
必
要
な
感
染
予
防
策
な
し
で
、

「
患
者
（
確
定
例
）
」
と
十
五
分
以
上
の
接
触
が
あ

っ
た
者
（
周
辺
の
環
境
や
接
触
の
状
況
等
個
々
の

状
況
か
ら
患
者
の
感
染
性
を
総
合
的
に
判
断
す
る
） 

 

【適
切
な
感
染
防
護
と
は
】厚
労
省
事
務
連
絡 

① 

標
準
予
防
策
：
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
着
用
・
手
指

衛
生
励
行 

② 

鼻
腔
や
咽
頭
か
ら
検
体
を
採
取
す
る
際
に
は
、
サ

ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
等
及
び
眼
の
防
護
具
（
ゴ
ー
グ

ル
又
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
）
、
ガ
ウ
ン
、
手
袋
を

装
着 

③ 

エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
手
技

（
例
え
ば
気
道
吸
引
、
下
気
道
検
体
採
取
等
）
を

実
施
す
る
場
合
は
、N

95
 

マ
ス
ク
（
ま
た
は 

D
S
2 

な
ど
、
そ
れ
に
準
ず
る
マ
ス
ク
）
、
眼
の
防
護
具
、

ガ
ウ
ン
、
手
袋
を
装
着 

【リ
ン
ク
先
】 

        
 

 
                      

【新
し
い
生
活
様
式
と
は
】 

  

厚
労
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
門
家

会
議
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
五
月
四
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
日
常
生
活
の

中
で
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
実
践
例
を
公
表
し
た
。 

 

（
実
践
例
抜
粋
） 

① 

一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策 

 

感
染
防
止
の
三
つ
の
基
本 

 
 

・
身
体
的
距
離
の
確
保 

 
 

・
マ
ス
ク
の
着
用 

 
 

・
手
洗
い 

 

移
動
に
関
す
る
感
染
対
策 

② 

日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
基
本
的
生
活
様
式 

         

③ 

日
常
生
活
の
各
場
面
別
の
生
活
様
式 

・
買
い
物
・
娯
楽
ス
ポ
ー
ツ
等
・
食
事 

・
公
共
交
通
機
関
の
利
用 

・
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
親
族
行
事 

④ 

働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル 

１．岡山県：www.pref.okayama.jp/kinkyu/645925.html 

２．厚⽣労働省：www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html  

・国内の発⽣状況：www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html#kokunaihassei  

３．⽇本医師会：www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009082.html  

 ・医師の皆さんへ：www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009082.html  

 ・国⺠の皆さんへ：www.med.or.jp/people/info/people_info/009162.html  

 ・通知等    ：www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009135.html  

４．国⽴感染症研究所：www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov.html  

５．世界保健機関（WHO）：www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-2019  

６．介護保険最新情報：www.wam.go.jp/gyoseiShiryou/detail-list?bun=020060090 
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★
岡
山
県
の
取
り
組
み
等 

【適
切
な
感
染
防
止
策
の
協
力
要
請
】 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
二
四

条
第
九
項
） 

●
す
べ
て
の
施
設
に
求
め
る
感
染
防
止
策 

（
基
本
的
な
対
策
） 

・
入
場
者
の
整
理
（
入
場
前
の
間
隔
（
で
き
る
だ
け
二

ｍ
を
目
安
に
）
確
保
）  

・
入
場
者
へ
の
マ
ス
ク
着
用
の
周
知
及
び
従
業
員
の
マ

ス
ク
着
用  

・
有
症
状
者
の
入
場
禁
止 

・
手
指
消
毒
設
備
の
設
置  

・
施
設
の
消
毒
（
共
用
部
分
（
エ
レ
ベ
ー
タ
の
ボ
タ
ン
、

手
す
り
な
ど
）
の
定
期
的 

（
概
ね
一
時
間
ご
と
）
な

消
毒
）  

・
施
設
内
の
換
気
（
概
ね
三
十
分
ご
と
窓
の
開
閉
な
ど
）

（「
三
つ
の
密
」
を
回
避
す
る
た
め
特
に
必
要
な
対
策
）  

・
利
用
者
の
間
隔
（
で
き
る
だ
け
二
ｍ
を
目
安
に
）
の

確
保
又
は
従
事
者
と
利
用
者
の
間 

や
利
用
者
間
へ
の

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置  

・
混
雑
時
の
入
場
制
限 

・
施
設
内
で
大
き
な
声
を
出
す 

 
 

こ
と
の
禁
止  

・
施
設
内
で
激
し
い
運
動
の
禁
止 

・
飲
食
を
主
目
的
と 

し
な
い
施
設
内
で
の
利
用
者
の
飲
食
禁
止  

・
飲
食
を
主
目
的
と
す
る
施
設
で
の
家
族
以
外
の
多
人 

数
で
の
会
食
禁
止 

●
す
べ
て
の
施
設
に
求
め
る
感
染
防
止
策
に
加
え
、 

高
齢
者
福
祉
施
設
に
求
め
る
感
染
防
止
策 

・
利
用
者
の
健
康
管
理(

有
症
状
者
の
利
用
の
制
限
等)  

・
従
事
者
の
健
康
管
理(

有
症
状
者
の
自
宅
待
機
等) 

・
飲
食
時
や
休
憩
室
な
ど
で
の
他
の
従
事
者
と
の
一
定

間
隔
の
確
保  

・
複
数
の
従
事
者
が
共
有
す
る
も
の
の
定
期
的
な
消
毒  

・
緊
急
の
場
合
を
除
く
面
会
の
禁
止  

・
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
け
る
「
３
つ

の
密
」
を
避
け
る
取
組 

・
不
要
不
急
の
外
出
や
県
境

を
越
え
た
移
動
を
控
え
る
よ
う
従
事
者
に
周
知
徹
底  

・
県
外
か
ら
の
訪
問
者
と
の
接
触
を
避
け
る
よ
う
、
利

用
者
や
従
事
者
に
周
知
徹
底 

・
通
所
又
は
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
家
庭 

 
 

等
で
の
対
応
や
代
替
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
範
囲
で
、

利
用
回
数
の
縮
小
な
ど
の
検
討
を
利
用
者
や
家
族
に

確
認 

                    

◆
お
願
い 

 

令
和
二
年
度
の
会
費
の
ご
請
求
の
時
期
が
近
づ
い
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
学
会
に
対
し
て
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

編
集
後
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編
集
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行 

 

岡
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
そ
の
影
響
は
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
ま

し
た
。 

い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
感
染
予
防
策
や
治
療
な
ど
に
従
事

し
地
域
医
療
を
支
え
て
い
る
皆
さ
ま
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。 

当
た
り
前
の
よ
う
に
出
来
て
い
た
こ
と
に
制
限
が
か
か

り
働
き
方
や
日
常
生
活
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

長
丁
場
に
対
し
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
た
い
で
す
。 

編
集
委
員 

 

佐
藤 

涼
介 

 
 
 
 

 
 

菅
﨑 

仁
美 

丸
田 

康
代 

森 
 

貴
美 

 


